
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
日
に
町
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
調
理
実
習
室
で
、

町
議
会
議
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。町

食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
た

献
立
を
作
り
、
お
い
し
く
試
食
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ビ
デ
オ
「
健
康
診
断
を

受
け
て
よ
か
っ
た
」
を
鑑
賞
し
、
健
康

診
断
の
大
切
や
、
日
頃
の
食
生
活
を
見

直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
十
一
月
十
三
日
、
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
、
県
内
の
議

会
広
報
を
担
当
す
る
議
員
を
中
心
に
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
編
集
常
任
委
員
を
初
め
、
今
回

は
、
一
期
議
員
も
参
加
し
、
「
議
会
だ

よ
り
」
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。
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蜷
研
修
会
の
よ
う
す

町
村
議
会
広
報
研
修
会

蜷
「
日
頃
の
腕
前
」
を
発
揮
迴

よ
い
食
生
活
を
す
す
め
る

た
め
の
グ
ル
ー
プ
講
習
会

蜷
土
地
改
良
区
と
の
意
見

交
換
会

目立つ施設の老朽化
農業用施設の現況を調査

建設経済常任委員会
所管事務調査報告

12月議会定例会において、閉会中の所管事務調査の議決
を得て、１月16日、２月５日の２日間、農業用施設、特に
堰（頭首工）や用水路の実態を調査しました。
始めに、町当局から町内農業用施設の現状、施設改修等

に対する国県補助事業の有無や町助成制度の内容等につい
て調査しました。

蜻
老
朽
化
が
目
立
つ
寺
山
堰
（
孫

目
堰
）

棚
倉
町
の
基
幹
産
業
と
し
て
農

業
は
将
来
と
も
着
実
に
振
興
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
農
地

は
耕
作
者
に
お
い
て
管
理
さ
れ
る

が
、
農
業
用
施
設
等
は
防
火
用
水

等
の
公
共
的
機
能
も
併
せ
持
つ
こ

と
か
ら
恒
常
的
に
維
持
管
理
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
国
県
の
補
助
事
業
を
有
効

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
原
材
料

支
給
等
に
よ
る
補
修
を
行
い
、
農

家
受
益
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。

次
い
で
、
農
業
用
施
設
を
維
持

管
理
し
て
い
る
棚
倉
町
土
地
改
良

区
（
理
事
長
高
橋
磯
吉
）
役
職
員

と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
実
際
に

施
設
の
実
情
の
把
握
す
る
た
め
、

老
朽
化
の
目
立
つ
堤
幹
線
用
水
路
、

岡
ノ
内
堰
（
強
梨
地
内
）、
寺
山
堰

（
孫
目
堰
）
を
調
査
し
ま
し
た
。

＊
管
内
の
農
業
用
施
設
は
、
施
工

後
三
十
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
い
ず
れ
の
施
設
も
修

繕
・
改
修
時
期
が
迫
っ
て
い
る
。

＊
改
修
に
は
多
額
の
工
事
費
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
受
益
農
家
の
負

担
が
大
き
く
、
事
業
の
着
手
に
不

安
が
出
て
い
る
。

＊
農
業
用
施
設
の
堰
や
用
水
路
は
、

防
火
用
水
も
兼
ね
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
受
益
農
家
だ
け
で
の
施
設

の
維
持
管
理
・
費
用
負
担
に
懸
念

を
示
し
て
い
る
。

＊
河
川
改
修
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

ラ
バ
ー
（
ゴ
ム
）
堰
も
補
修
・
改

修
の
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
。

＊
堰
の
改
修
を
す
る
た
め
の
国
県

補
助
事
業
採
択
が
難
し
い
。

施
設
の
実
情
を
調
査

調
　
査
　
結
　
果

意
　
　
　
見

せき

い
そ
よ
し

ま
ご
め


